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そ
れ
ぞ
れ
の
用
地
買
収
率
と
工
事
進

捗
率
は
ど
う
か
。
①
出
平
有
明
バ
イ
パ
ス

３
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
②
有
明
瑞
穂
バ

イ
パ
ス
10
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
③
瑞
穂

吾
妻
バ
イ
パ
ス
６
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

　
　

①
用
地
買
収
率
91
・
９
％
、
11
月
末

の
工
事
進
捗
率
58
％
、
令
和
６
年
度
完
成

予
定
。
②
11
月
か
ら
用
地
交
渉
が
始
ま
っ

た
。
令
和
11
年
度
完
成
予
定
。
③
用
地
買

収
率
59
・
２
％
、
令
和
７
年
度
完
成
予
定
。

　
　

島
原
道
路
の
全
線
開
通
は
何
年
後
ぐ

ら
い
に
な
る
の
か
。
目
標
は
ど
う
か
。

　
　

有
明
―
瑞
穂
間
、
瑞
穂
―
吾
妻
間
が

同
時
に
進
ん
で
い
る
が
、
一
番
最
後
の
部

分
の
有
明
―
瑞
穂
間
が
令
和
11
年
度
の
完

成
を
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
現
時
点
で
は
、
令
和
11
年
度
が
全
線

開
通
の
目
標
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

有
明
庁
舎
、
有
明
庁
舎
付
近
の
駐
車

場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
有
明
総
合
文
化
会

館
の
敷
地
の
中
に
私
有
地
が
あ
る
が
、
全

て
必
要
で
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

あ
れ
だ
け
の
規
模
の
有
明
庁
舎
が
必
要

な
の
か
。
大
き
な
荷
物
に
な
っ
て
は
困
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
概
要
は
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
、
公

共
施
設
の
計
画
的
な
更
新
、
統
廃
合
、
長

寿
命
化
に
よ
り
適
正
配
置
を
実
現
さ
せ
、

財
政
負
担
の
軽
減
、
平
準
化
を
図
る
も
の
。

目
標
は
40
年
間
で
43
％
、
10
年
間
で
約
10

％
の
施
設
面
積
を
削
減
し
、
財
源
不
足
を

解
消
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
有
明
庁
舎
は
、

令
和
20
～
22
年
度
頃
に
規
模
を
縮
小
し
て

建
て
替
え
を
検
討
し
て
お
り
、
教
育
委
員

会
、
農
林
水
産
部
、
水
道
課
、
有
明
支
所

の
収
容
を
想
定
し
、
現
在
の
３
分
の
２
程

度
が
適
正
規
模
と
考
え
て
い
る
。

　
　

農
協
が
有
明
庁
舎
を
借
り
て
い
た
。

令
和
５
年
１
月
で
期
限
を
迎
え
る
が
、
そ

の
後
の
利
用
者
は
見
つ
け
て
い
る
の
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

　
　

有
明
総
合
文
化
会
館
を
一
つ
の
例
に

挙
げ
る
と
、
年
間
23
％
程
度
の
稼
働
率
で

年
間
１
９
２
万
円
も
の
借
地
料
を
支
払
っ

て
い
る
。
相
手
の
立
場
も
考
え
な
が
ら
、

返
す
方
向
で
最
大
限
の
努
力
を
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
ど
う
か
。

　
　

長
年
、
借
地
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
世
の
中
の
状
況
が
変
わ
っ
て

い
る
の
で
、
改
め
て
現
実
を
示
し
て
交
渉

に
入
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
市
内
の
空
き
家
対
策
の
現
況

◇
築
城
４
０
０
年
記
念
事
業
の
取
組

　
　

島
原
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
進
捗
・
達
成
状
況
は
。

　
　

人
口
は
、
令
和
17
年
に
４
万
人
以
上

確
保
が
目
標
だ
が
、
現
在
、
ほ
ぼ
推
計
ど

お
り
。
達
成
状
況
は
主
な
指
標
で
、
農
・

水
産
業
の
新
規
就
業
者
数
は
１
１
８
％
、

農
業
所
得
６
０
０
万
円
以
上
の
経
営
体
は

１
０
１
％
、
観
光
入
込
客
数
は
50
％
、
宿

泊
者
数
は
60
％
。

　
　

婚
活
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
関

す
る
事
業
が
人
口
減
少
対
策
に
は
一
番
効

果
的
だ
と
理
解
し
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

　
　

大
事
な
こ
と
。
仕
掛
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

婚
姻
数
の
状
況
は
。

　
　

平
成
29
年
度
が
１
５
２
件
、
30
年
度

が
１
５
９
件
、
31
年
度
が
１
４
１
件
、
令

和
２
年
度
が
１
３
０
件
、
令
和
３
年
度
が

１
１
０
件
。

　
　

人
口
減
少
は
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
へ
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
。

　
　

税
収
等
が
減
少
す
る
。
可
能
な
限
り

計
画
を
前
倒
し
し
、適
正
管
理
に
努
め
る
。

　
　

子
供
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
い
と
人
口
減
少
は
抑
え
ら
れ

な
い
。
本
市
で
結
婚
し
て
、
子
供
を
産
み
、

育
て
て
い
た
だ
く
環
境
づ
く
り
が
大
事
。

①
多
子
世
帯
支
援
が
必
要
で
は
。
②
財
源

確
保
の
た
め
に
、
子
供
子
育
て
税
は
ど
う

か
。

　
　

①
第
２
子
か
ら
の
保
育
料
無
償
化
等

取
り
組
ん
で
い
る
。
子
育
て
支
援
は
、
自

治
体
間
で
過
剰
な
競
争
と
な
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
教
育
等
は
国
が
担
っ
て
ほ
し

い
。
②
大
変
あ
り
が
た
い
話
。
子
育
て
な

ど
は
国
家
が
担
う
こ
と
が
大
前
提
。

　
　

気
象
変
動
に
よ
り
影
響
が
出
て
い
る

水
産
物
が
か
な
り
の
数
あ
る
と
の
全
国
調

査
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
有
明
海
も
対

象
か
。

　
　

長
崎
県
で
は
14
品
目
で
影
響
が
あ
っ

て
い
る
と
、
現
場
の
意
見
を
基
に
回
答
さ

れ
て
い
る
。

　
　

温
暖
化
に
よ
る
有
明
海
（
漁
場
環
境
）

へ
の
影
響
を
、
地
元
漁
業
者
と
一
緒
に

な
っ
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。　

　
　

調
査
は
、
具
体
的
な
水
産
業
の
支
援

等
を
研
究
し
て
い
く
上
で
必
要
と
認
識
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
市
民
の
声

QA

A

平成会

ばば　 　かつろう

馬場 勝郎 議員

実践クラブ

きたうら もりかね

北浦 守金 議員
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